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①浅木小学校とPTAやスポーツ関係団体指導者等地域が連携し、子どもたちに様々なス
ポーツを体験する機会を提供し、スポーツの楽しさや魅力を体感させるとともに運動の
日常化を促し、体力の向上を図る。
②休日にいろいろな遊びや運動に親しむ活動を設定し、スポーツに親しみ楽しみながら仲
間づくりができる場とする。

1 家庭や地域との連携
（1）親子で運動する機会の設定
　毎週土曜日に学校の運動施設を利用し、保護者による活動スタッフの指導のもと、いろ
いろなスポーツ活動を行い、親子で一緒にスポーツを楽しむ場を設定する。
　春はニュースポーツ、夏は水泳、秋はカヌー競技・陸上運動、冬は伝承遊びやアイススケー
ト等多くの種目を体験させていく。

（2）家庭・地域への啓発と支援
　全家庭に「ウキスポ通信」を発行し、活動の意味や価値、具体的な活動の様子を紹介し、
活動への参加を奨励する。

（3）地域行事への参加の奨励
　陸上記録会やスポーツ交流会等地域の行事への参加を呼びかける。

2「浅木ウキウキスポーツ広場」の組織運営
（1）「浅木ウキウキスポーツ広場」の組織づくり
　クラブ代表（保護者）を中心として11名の運営スタッフで実行委員会をつくっている。
　学校長・教頭・教務主任が相談役としてかかわっている。

（2）保護者の主体的な運営の推進
　高学年の保護者が中心となり14名の活動スタッフを選出し、各種のスポーツ活動を実施
し、一緒に楽しんでいる。

（3）地域の専門講師を招聘したスポーツ教室
　①学年発達段階に応じた陸上教室（遠賀町体育指導委員）
　②地域の特性を生かしたカヌー教室（遠賀町総合グラウンド）

①季節ごとにスポーツ活動の内容を工夫し、いろいろな種目を体験させるようにしている。
遠賀町主催のスポーツ活動への積極的な参加を奨励している。
②「浅木ウキウキスポーツ広場」での活動の様子や成果を家庭や地域に発信し、情報の共
有化を図っている。

①ウキウキスポーツ広場に加入している児童の多い学年の新体力テストの結果が、大きく
向上した。

②スポーツへの興味・関心が高まり、スポーツクラブに加入している児童が増えてきた。
また、異年齢集団の中で挨拶やマナーを身に付けることができた。

③保護者どうしのつながりが深まり、ウキウキスポーツ広場に協力する保護者が増えてきた。

浅木ウキウキスポーツ広場
〜子どもの遊びをサポートする家庭・地域の連携〜
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スタッフの挨拶や説明を受けてスタート！

ウキウキスポーツ広場　開会式

町の施設を利用したカヌーで遊ぶ

カヌー教室

スポーツクラブに加入している人数

組織的な取組になるように役割を分担

浅木ウキウキスポーツ広場組織図

グラウンドゴルフ競技

ゴルフのルールをもとに楽しくゲーム！

町体育指導委員の指導でバトンパスの練習

陸上教室

毎月の活動内容を家庭・地域に発信

ウキスポ通信
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